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【表１】 R5 年度 新潟市生活・学習意識調査の結果、話合い活動に関わる項目  （％） 

研究課題 対話を通して学びを深める子どもの育成 

副題 
事実と解釈をやり取りしながら授業を検証し改善する授業研究サイ

クルの構築 

キーワード 子どもの見取り 授業の検証 対話 学びを深める ICT の利活用 

学校/団体 名 公立新潟市立葛塚東小学校 

所在地 〒950-3315 新潟県新潟市北区朝日町 4-1-2 

ホームページ https://blog.city-niigata.ed.jp/kuzutsukahigashi-blog/ 

 

１．研究の背景 

 新型コロナウイルス感染症による社会情勢の変化は教育現場に大きな影響を与えた。教育現

場では急速なデジタル化が進み、子どもだけでなく、私たち教師もオンラインでの学びの経験

を経て、現在に至る。また、教員の大量退職期となり、教育現場の若返りが図られている。こ

のような環境の中で、私たちは「令和の日本型学校教育」を目指していく。 

 

 当校では、新型コロナウイルス感染症と教員の大量退職期の影響が表出している。「自分の考

えを伝えられない子ども」や「話し合いに抵抗がある子ども」「話し合わずにタブレット内で完

結してしまう子ども」の姿が見られる。また、教員研修もオンラインでの授業参観が主流とな

り、直接授業を見合う機会が少なくなった。同時に、教師の大量退職期と重なり、若手教師と

ベテラン教師が長年培った授業技術や授業での子どもの見取り方の共有が不十分な現状がある。

その結果、教師が子どもの姿を見取り切れず、子どもの対話への働き掛けに課題が見られ、子

どもの学びにも影響している。以下は、当校の子どもの実態を示すアンケート結果である。 

【表１】のように、「①授業で自分の考えを進んで伝えている」「②授業でペアやグループで

話し合う活動は好き」「③自分の考えを発表する機会がある」「④友達同士で話し合う活動を行

っている」の対話に関する項目に対する肯定的評価がいずれも新潟市の平均値を下回った。 

一人一人に十分な発言の機会を保障できなかったり、対話への参加が一部の児童に偏ったり、

考えを深め合う対話となっていなかったりする実態があった。また、対話の場における教師の

働き掛けにも課題がある。学習課題を追究する過程で、教師が「どのように子どもの話を聴き」、

「どうやって子どもと子ども、子どもとものやことをつなぎ」、「どう子どもに返すか」につい

て事実と解釈をやりとりしながら授業を検証し改善する授業研究サイクルを構築していくこと

に課題がある。そのために、教師が子どもの学びを見取ることが重要であると考えた。 
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さらに、新潟市は iPad を活用した、DX 成功事例としての実践も多い。しかし、当校は、

ICT 機器「週１回以上の使用」については 新潟市と同水準であるが、「ほぼ毎日」については、

新潟市の水準を１０ポイント以上下回っている。単元デザインにより、どこで何をどのように

使うのかを構想した実践を日常的に行い、実践を蓄積・共有していくことを目指した。 

 

２．研究の目的 

上記の研究の背景を踏まえ、本研究の目的を以下のように設定した。 

 

 

 

３．研究の経過 

＜研究内容＞ 

上記の「研究の目的」の達成に向けて、３回の研究授業を設定し、次のことを明らかにする。 

A 子どもの対話や、対話に対する意識はどのように変化したか 

「課題の設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現」のサイ

クルがスパイラル状に発展するような単元デザインをする。どの学

習過程においても、ペアやグループでの対話によってどの子も一人

にしない学びを実現する。また、教師は対話を通して学びを深める

ための働き掛けを行い、子どもが学びを深める姿を実現する。 

授業公開と協議会を実施し、子どもが対話を通して学びを深めて

いる具体的な姿（事実）と子どもの姿から考えられること（解釈）をやりとりする。

子どもの発言や教師の働き掛けを工夫して記録、検証し、実践を蓄積、共有する。 

 

 B 授業実践を行った教師の働き掛けはどのように変化したか 

 優れた学習課題を追究する過程で、教師は、子どもの話を聴き、子どもと子ども、子どもと

ものやことをつなぎ、子どもに返す。そうすることで子どもは対話で学びを深めることができ

る。下記の視点を参考に、働き掛けを行う。 

（１）教師の問い （２）言葉と人、教材をつなぐ教師の働き掛け （リボイシング、板書） 

（３）対話の形態 （４）対話の場 （５）ICT 活用、ツール（ロイロノート、jamboard 等の共

有機能、思考ツールの利用による可視化） （６）対話を支える学習環境づくり  

 

C 対話と働き掛けを見取る教師の意識はどのように変化したか 

（仮説と事実から解釈するよう意識できるようになったか） 

単元デザインをし、対話の場を設け、ICT 機器を活用すれば、子どもが対話し学びを深める

とは限らない。具体的な子どもの姿（事実）を見取り、子どもの姿から考えられること（解釈）

を協議することを通して、対話を通して学びを深める子どもの実現を目指す。そのために、教

師が子どもを見取る意識を高めていく。 

「児童が ICT を活用しながら対話することを通して学びを深めること」と「その対話の質的

向上のための教員の授業観察力の変化」を目指す。 

 

 

 

「学習指導要領解説 総合的
な学習の時間編」より 
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【表３】 

＜研究方法＞ 

研究方法は右の【表２】 

の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

・授業動画を撮影し、協議会では授業動画を見返しながら子どもの対話と学びを検証する。 

 ・大研授業後には、「子どもの見取り（事実と解釈）」と「対話を通して学びを深めるために

有効な手だて」に関するアンケートを行い、教師の実際と意識の変化を調査する。 

 

＜研究計画＞ 

研究計画は以下の通りである。 

【校内授業研究会】  

・教科グループごとの授業公開、協議会を２９回実施（６月～１２月） ・一柳智紀准教授によ

る全学級の授業参観と子どもが学びを深めている姿の解釈（7/12、12/13） ・全職員での指

導案検討、研究授業、協議会を伴う大研（7/12、12/13） 

 【公開研究会、学会発表等】 

 ・新潟県下越音楽教育研究会研究大会（10/25） ４年生音楽科「音楽づくり」 新潟県下越地区

小中学校教員を対象に公開、一柳智紀准教授（東京大学大学院）による講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜研究の成果目標＞ 

研究の成果目標は、以下の通りに設定した。 

① 対話に関する児童アンケート（前述項目）の肯定的評価値が R５年度より向上する。 

② 「対話を通して学びを深める子どもの姿を事実と解釈をやりとりして検証できるようにな

った」への教師アンケートの肯定的評価 が８０％以上 

【表２】 
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４．代表的な実践 

（１）５年生 国語科「問題を解決するために話し合おう～クラスをもっとよくしよう～」 

＜単元デザイン＞ 子どもが何とか解決したいと思う課題の設定 

   学級力アンケートの結果から、「クラスをもっとよくするため

に、自分たちでできることは何か」 と課題を設定。数値の落ち込

みが見られた「学校の決まりを守る」「生活の約束を守る」の項

目は、子どもが最も解決したいこととして挙げた項目であった。 

 

 ＜対話を通して学びを深めるための教師の働き掛け＞ 

  子どもは、考えをまとめる話合いになるように、「目的や条件」とい

う「追究の視点」を明確にして課題解決に向けて対話を始めた。対話を

する中で、ロイロノートや思考ツールをもとに、自他の考えを比較した

り、関連付けたりして「話合いの視覚化」をした。「話合いの視覚化」

により、自分たちが大事に考えたい内容を整理し、問題意識からズレな

い対話をしていた。また、子どもは、ロイロノートによる「共有の簡易

化」により、他の友達やグループの考えと比較・関連付けを行い、自分

たちなりの「最適解や納得解」となる結論を追究していった。 

 

 

（２）４年生 音楽科「日本の音楽でつながろう～見付けよう葛塚のためにできること 

わたしたちのつくったさくらの音楽で、さくら祭りを盛り上げよう～」 

＜単元デザイン＞ 子どもが主体的に学びを進めるための 「学びの宝箱」の活用 

地元の「さくら祭り」を教材化し、「さくら祭りを盛り上げ

る音楽をつくりたい」と学習の意欲を高め、目的を明確化した。

また、「学びの宝箱」とは、学習の記録を保存するデジタルポ

ートフォリオである。（※新潟市小学校教育研究協議会音楽部

が作成）。具体的には「学びの宝箱」に 授業で用いた学習シー

トや演奏の様子の録画、授業で学んだ内容やできたことに関す

る振り返りの記述などを子ども自身が保存するものである。単

元を通して学びを蓄積し、子どもの主体的な学びを促した。 

 

＜対話を通して学びを深めるための教師の働き掛け＞ 

  箏で「さくら」を演奏する際に、演奏をまとまりのある終わり方にす

るために、教師が「問い返し」を行うことで、単元導入の鑑賞の学習を

手掛かりに解決の見通しをもたせた。また、自分たちの演奏の「困り感

の共有」をペアやグループで共有し、解決の糸口をつかませた。さらに、

箏での演奏の仕方や、演奏をやめるところなどをどのようにするか、 
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【表４】 R6 年度 新潟市生活・学習意識調査の結果、話合い活動に関わる項目   （％） 

試行錯誤する際に、ロイロノートの図形譜を活

用した（「個別化」）。自分たちの演奏を何度も録

音し、振り返り、自分たちだけの「最適解や納

得解」となる演奏を追究する姿が見られた。 

 

（３）６年生 算数科「データの活用～葛塚のおすすめ飲食店のパンフレットを作ろう～」 

＜単元デザイン＞ 子どもにとって身近な事象を追究の対象とする 

 代表値や柱状グラフなどの資料の整理の仕方を学んだ児童が、統計的

な問題解決（PPDAC サイクル）を通 して、目的に応じてデータを収集

し、それに応じた分析 の手法を選択することや、自分たちが出した結論

や問 題解決の過程の妥当性について、批判的に考察する ことができ

るようになることを目指した。そのために、身の回りの問題（環境

問題や地域の飲食店の評価など）について考え、統計的な問題解決

の方法の良さを実感させる単元デザインを構想した。本時は地元の

飲食店のパンフレットを作成するため、飲食店の評価からランキン

グを作成する学習である。 

 

＜対話を通して学びを深めるための教師の働き掛け＞ 

飲食店のデータを整理・分析するために「SGRAPA」 を活用した。 

「SGRAPA」を活用することで、子どもが自らデータと向き合い、考

えをもつことができた（「個別化」）。また、データの分析から見出した

自分の考えをもとに、批判的な思考を働かせながら、対話を通してデ

ータや自分の結論について考えを深めていった。その際、全体でラン

キングを作成するときの「困り感の共有」と教師による「問い返し」

から、「どの値を大切にして結論を出すべきか」という「追究の視点」

を明確にすることで、考えを深めていく子どもの姿が見られた。対話を

通して、自分の考えを振り返り、他の視点から考えを見直したり、付け

加えたりして、批判的に考察することで、正解はないが、自分なりの

「最適解・納得解」を追究する姿が見られた。 

 

５．研究の成果 
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【代表的な実践による単元デザインの質的変化】 

【事実と解釈をやり取りしながら 
授業を検証し改善する授業研究サイクル】 

A 子どもの対話や、対話に対する意識はどのように変化したか 

「対話に関する児童アンケートの肯定的評価値が R５年度より向上する。」を今年度の成果

目標と設定した。今年度実施した児童アンケートの対話に関する項目の結果は以下の通りで

あった。（【表４】の一部抜粋） 

対話に関する項目、４項

目中３項目で、肯定的評価

値が R5 年度を上回った。児

童の対話に対する意識の変

化が見られたことが分かる。 

 

 

代表的な実践から見られたように、地域素材や子ども

の身近な素材を教材化した単元デザインや学びの積み重ねを

意識した単元デザインにより、子どもは問題意識を醸成し、

最後まで主体的な学習活動が展開された。 

また、３回の研究授業を通して、「自己」→「他者」→

「データ」と単元デザインの質的変化が見られた。「合意形

成」による自分たちなりの「最適解・納得解」を追究する

単元での学習内容により、対話を通して学びを深める子ど

もの姿が多く見られた。子どもの対話への意識を高めるた

めには、本時の１時間だけでなく、単元全体を俯瞰し、対話

の必要感を高めるデザインをすることが大切であると言える。 

さらに、子どもの姿から、「事実と解釈をやり取りしなが

ら授業を検証し改善する授業研究サイクルの構築」（右図）

を図ることができた。 

 

B 授業実践を行った教師の働き掛けはどのように変化したか 

多くの実践と教師への「対話を通して学びを

深めるために有効な働き掛けは？」のアンケー

ト結果の変化や一柳准教授からのご指導でも明

らかになったように、「教師の問い」や「言葉と

人、教材をつなぐ教師の働き掛け」である「困

り感の共有」と「問い返し」が対話を通して学

びを深めるために有効であった。教師の働き掛

けの上で、自分たちなりの「最適解・納得解」

を追究する学習活動の展開により、対話を通し

て学びを深める子どもの姿が多く見られた。 

ｎ＝30（複数回答可） 
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さらに、「ICT 活用、ツール」による「視覚化」と「個別化」、「共有の簡易化」に加え、課

題解決に向けて、「教師の問い」や「言葉と人、教材をつなぐ教師の働き掛け」により、「子

どもの問い」や「追究の視点」を明確にすることで、子どもは対話を通して学びを深めてい

った。「教師の問い」や「言葉と人、教材をつなぐ教師の働き掛け」と「ICT 活用、ツール」

は、個別最適な学びと協働的な学びを一体的にし、子どもが対話を通して学びを深めるため

に有効であると教師の意識が変化したことが明らかになった。 

 

C 対話と働き掛けを見取る教師の意識はどのように変化したか 

（仮説と事実から解釈するよう意識できるようになったか） 

「『対話を通して学びを深める子どもの姿を事実と解釈をやりとりし

て検証できるようになった』への教師アンケートの肯定的評価 （「と

ても当てはまる」と「やや当てはまる」の合計）が８０％以上」を今

年度の成果目標と設定した。今年度（R6 年度）実施した全４回の教師

アンケートの結果は以下の通りであった。 

 

 

 

 

今年度の研究を始めてすぐ、「子どもの姿の見取り方」について、校内研修を兼ねて職員で

共有した。その後、大研授業と協議会を含む校内研修会後に、教師アンケートを実施した。

「対話を通して学びを深める子どもの姿を、事実と解釈をやりとりして、検証できるように

なった」の項目で「とても当てはまる」と回答した割合が第１回は 40.9%だったのが、第４

回では 69.6％となった。「とても当てはまる」と回答した教師の割合が 70％近くまで上昇し

たのは今年度の研究の成果だと言える。 

  また、その他の教師アンケートの結果と教師による自由記述は以下の通りであった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもがどんな学びをしていたのかを、見取った子どもの姿から協議し、検証する教師の

意識が高まったことが分かる。また、アンケートの自由記述の内容からも、教師が子どもの

学びの変容を見取っていたことが分かる。 

 

６．今後の課題・展望 

前述のように、【表４】の対話に関わる質問項目①～④が、R5 年度の自校値よりも４項目中
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３項目で上回った。また、ICT 機器「週１回以上の使用」に

ついては、ほぼ新潟市平均値と同水準であった。さらに、

「ほぼ毎日」と回答した割合は、62.9％であった。R5 年度

の自校値 51.1％、R6 年度の新潟市平均値 62.1％を上回った。 

しかし、【表４】の対話に関わる質問項目①～④は、新潟

市平均値と比較すると４項目中３項目で新潟市平均値を下

回る結果であった。特に①「授業で自分の考えを進んで伝

えています」については、依然として低い。全員に十分な発言の機会を保障することができず、

対話への参加が一部の児童に偏ったり、考えを深め合う対話となっていなかったりする実態が

あった。発言、対話の場における教師のコーディネート力をさらに高めていく必要がある。 

 

以上のことより、今年度構築した「授業研究サイクル」をもとに、来年

度も、対話を授業の中に位置付け、学びを深める授業づくりを進めていく。

また、今年度培った情報活用能力（「日常的に ICT 活用をすること」）も継

続させる。その上で、ICT 活用だけにとらわれず、様々な方法から、子ど

もが学びを深めるために有効な教師の働き掛けについても、子どもの姿の

見取りから探っていく。さらに、校内研究を深めるためにも、来年度も指

導者を招聘した大研授業を伴う校内研修会を設定し、指導者と一緒に、子どもの姿から授業を

検証し、「対話を通して学びを深める子どもの育成」について研修を深めていく。 

 

７．おわりに 

  本研究は、学校全体で取り組んだ研究であり、校内の雰囲気は重要であった。本校の教職

員は、「受容と共感」に満ち溢れていた。ベテラン・中堅教員が、若手教員を温かく包み込み、

「困り感の共有」をし、学年部や教科部で助け合いながら研究を進めることができた。「受容

と共感」に満ち溢れ、温かく前向きな本校の教職員チームに深く感謝を申し上げたい。 

最後に、本研究の遂行に関わって助成をいただいたパナソニック教育財団、ご助言・サポ

ートいただいたオンラインサポートチームの皆様、年間３回の校内研修のご指導をいただい

た東京大学大学院の一柳智紀准教授に、この場を借りて厚く御礼申し上げたい。 
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